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学校関係者評価

【学力の向上】　

育成を目指す資質・能力【P】 現状と目標（評価指標）　 具体的な取組内容　【D】 中間評価　【C】 中間評価後の取組内容【P・D】 年度末評価　【C】 見直しのポイント【A】

取組のねらい【P】 現状と目標（評価指標）　 具体的な取組内容　【D】 中間評価　【C】 中間評価後の取組内容【P・D】 年度末評価　【C】 見直しのポイント【A】

高知県
の教育
の基本
理念 

（１）学ぶ意欲にあふれ、心豊かでたくましく夢に向かって羽ばたく
人
（２）郷土への愛着と誇りを持ち、高い志を掲げ、日本や高知の未
来を切り拓く人
（３）多様な個性や生き方を互いに認め、尊重し、協働し合う人

基本
方針

①予測困難な社会を生き抜く力を身につけるための教育の推進
②多様な背景・特性・事情等を踏まえた包摂的な教育・支援の推進
③生涯にわたって学ぶことができる環境づくりと活動・取組の推進
④各種施策を総合的・計画的に推進するために必要な基礎的・基盤
的な環境・体制等の整備 目標値には届いていない項目もあるが、生徒に寄り添った指導ができていると思います。

教職員が一人一人の生徒を大切にして丁寧に、対応していることがよくわかりました。

○ものづくりや資格取得に興味・関心がある生徒
○基本的生活習慣を身に付け、規律ある集団生活ができる生徒
○機械等の専門知識を生かして社会で活躍したい生徒
○働きながら学ぶ意思のある生徒　　　

全日制と比べて、更に難しい対応が必要な生徒が多いと思います。大変だと思いますが、それに対応して
いき、社会に向かって旅立つ生徒の支援を引き続きお願いしたいです。

○ものづくりの楽しさを実感し、最後まで諦めずに挑戦できる力を持っ
ている。
○機械に関する技術・技能を社会で生かす意欲を持っている。
○規律ある態度や将来の技術者の規範意識を持っている。

不祥事防止、働き方改革が成果として残せていることは素晴らしいことだと思います。

社
会
性
の
育
成

★豊かな心
○自己存在感、自己有用感、コミュ
ニケーション力、自己決定力等
★多様性・包摂性
○キャリアデザイン力（やりぬく力）
○他者への思いやり（地域・社会貢
献、ボランティア活動等も含む）

〇学校行事への参加率増加
　　R5より９％増
〇「将来の夢や希望を持っている」
　　R5より２０％増

・生徒会を中心とした企画運営を行い
学校行事等を充実
・サポステと連携し、1年次より系統立
てたキャリア教育の推進
・聴講生制度を活用し、聴講生との交
流

B

・サポステとの連携による進路講演などの
進路に関する取組を行っているが、多くの
生徒は自分事としてとらえるところまでは
至っていない。
・学校行事への参加率は７％増であった。
・将来の夢や希望を持っている生徒は
10.6％増であった。

・日々のSHやLHをとおして、ホーム担任を中
心に進路意識の高まる声掛けを行う。また、
サポステとの連携事業を継続して行く。
・生徒会を中心とした生徒による学校行事の
企画運営を徹底するとともに、話し合う内容
を教員側から細かく提示する。
・卒業生でもある学習支援員が来てくれてい
るため、大人との交流をとおして働くことの意
識づけ等を行う。

B

　学校行事への参加率は現在まで7.1％増と
なった。
　県オリジナルアンケート２回目の結果で「将来
の夢や希望を持っている」の肯定的回答は
27.2％増であった。進路講演や日頃の担任を
中心とした進路意識向上の取組が良い結果に
つながったと考えられる。

　学校行事への参加率は向上しているが、参
加の少ない生徒もおり、この生徒たちのコミュ
ニケーション力に課題がみられる。学校内の
活動によりこれらをあげていくことができるよう
粘り強く取り組んでいく必要がある。
　「将来の夢や希望を持っている」の生徒の
肯定的回答の上昇は、進路講演や日頃の担
任を中心とした進路意識向上の取組が良い
結果につながったと考えられる。100％を目指
して継続して取り組んでいく。

地
域
協
働
学
習

【取組のねらい】
○生徒の社会的自立・社会参画に
必要な資質・能力の育成
○地域・関係機関との連携

〇「地域や社会をよくするために何をす
べきかを考えることがある」
　　R５より13％増
〇地域・関係機関との連携回数５回

・地域清掃ボランティアや地域店舗等
への聴講生募集の協力依頼
・競技会、発表会への積極的参加

C

・地域や社会をよくするために何をすべき
かを考えることがある生徒は、11.9％増で
あった。
・地域・関係機関との連携回数は１回
・競技会、発表会への参加は本年度は難
しい状況である。

・夜の時間での活動は制限が多いが、
多様な方と触れ合うことによる成長は大
きいため可能な限り調整して行ってい
く。
・仕事やアルバイト等による社会性の向
上は重要であるため、引き続き勤労へ
の意識づけを行っていく。

B

〇「地域や社会をよくするために何をす
べきかを考えることがある」
　　R５より23％増となった。
・地域・関係機関との連携回数は１回
・競技会、発表会への参加生徒を出すこ
とができなかった。

　夜間では、地域での活動や、競
技会に向けた授業外の取組は難
しい面があるが、生徒の成長は大
きいため可能な限り実施を目指
す。
　生徒自身が何事にも主体的に
取り組む姿勢の育成をキャリア教
育等を通して行う。

教
科　
横
断
的
教
育

【取組のねらい】
○学習の基盤となる言語能力や情
報活用能力の育成
○各教科の学びを実社会での課題
発見や解決に結び付ける力の育成

〇各教科において言語活動や情報活
用能力を育成する場面を意識的に設
定した回数：各教科月に１回
〇課題研究で課題発見や解決に結び
つけている成果物：１００％

・授業参観週間の実施
・教員同士の授業見学 B

・各教科とも言語活動や情報活用をする授
業を模索しながら展開している。
・課題研究はそれぞれの課題解決に向け
て取り組むことができている。

・若年者を中心にＩＣＴの自己研修に取
り組んでいる。全体に広げるよう学びあ
いの場の設定を計画していく。
・課題研究では教員が手を足しすぎに
ならないよう意識的に生徒主体で取り
組めるようにしていく。

B

〇各教科において言語活動や情報活用
能力を育成する場面を意識的に設定した
回数は概ね達成することができた。
〇課題研究では、多機能手引き台車・焚
き火台を製作し課題発見や解決に結び
つけることができた。

　各先生方が工夫してＩＣＴの活
用や、考えさせる授業を模索し
ながらではあるが展開してい
る。継続していきたい。
　課題研究では課題解決方法
の学びとなるよう進めていきた
い。

学
校
の
振
興　　　

★学校の魅力化
○生徒の資質・能力の育成
○教員の指導力向上
〇学校の関係機関との連携
○専門高校（学科）の魅力化

〇中途退学者０名
〇教員の専門力向上に係る研修会へ
の参加
〇製造業関係への進路希望者：３０％
〇学校インスタグラムによる情報発信

・校内支援会の充実
・ＩＣＴを活用したわかる授業の実施
・教員の研修会への積極的参加
・競技会、発表会への積極的参加
・資格試験受験者の増加
・近隣企業との連携
・学校インスタグラムの創設および運営

B

・校内支援会は毎月開催し情報共有と未然防
止・支援につなげることができている。
・ICTの活用は若年者を中心に、研修会にも参
加し、授業でも実践しながら活用している。
・製造業への進路希望は意識づけは行ってい
るが少ない状況である。
・インスタグラムはアカウントを創設し運営を始
めた。

・具体的な取り組み内容を継続して
いく。
・もともと製造業に進むことを希望せ
ずに入学している生徒もおり、実習
などをとおしてものづくりの楽しさを
教え、進路先に選択されるよう取り
組んでいく。

B

〇中途退学者は０名である。
〇教員の専門力向上に係る研修会への
参加も積極的に行うことができた。
〇製造業関係への進路希望者は22％で
あった。
〇学校インスタグラムによる情報発信は
多くではないがアップすることができた。

・具体的な取り組み内容を継
続していく。
・近隣企業との連携等により
製造業を希望する生徒増に
つなげていきたい。
　合わせて、製造業の魅力、
学校の魅力の発信にも継続
して力を入れていく。

不
祥
事
防
止

★教職員の倫理観の堅持
○不祥事防止対策の徹底
○よりよい職場風土づくり
○教職員のメンタルヘルス
○不祥事発生時の適切な対応

○現状、本校でのハラスメント事案は発生していな
い。他校等、発生時に教職員への注意喚起を行っ
ている。
○ハラスメントに関する校内研修：年１回
○不祥事防止委員会の実施回数：各学期1回以上

・職員相互でのコミュニケーションの充実
・校内研修の充実
・SC等の専門家との連携
・不祥事防止委員会による注意喚起

B
・職員の人数が少ないため全員が不祥事
防止委員として、毎職員会後の委員会に
参加し学校長主導で注意喚起を行い、防
止に努めている。

・不祥事防止委員会等を活用して
注意喚起を継続して行い、不祥事
防止に努める。

A

　弁護士によるハラスメントに関する校内研修を実施。
　全員が不祥事防止委員として、毎職員会後の委員会に
参加し学校長主導で注意喚起を行い、不祥事防止に努
めることができた。内容は、セクハラ・パワハラ、誤送付、い
じめ対応、個人情報の取扱、教務手帳等の取扱、飲酒運
転、道路交通法改正など、多くのことを自分事としてとらえ
防止に努める意識向上につながった。

・今後も、日頃の声掛けや、不祥
事防止委員会等を活用して注意
喚起を行い、不祥事を自分事とし
てとらえ防止に努める。
・学校運営協議会から提案いただ
き活用していく。

働
き
方
改
革

★長時間勤務の解消
〇不規則な勤務などによる心身
への負担を軽減 〇時間外の長時間労働は見られない。

〇不規則な生活や校務の集中化など
による心身へ負担などが見られる。

・校務や学校行事の精選
・校務分担の検討
・各種資料（職員会議等）のペーパー
レス化
・「すぐーる」の活用

B
・教職員間のコミュニケーションは取れてお
り、ペーパーレス化や「すぐーる」の活用も
進んでいる。

・業務や学校行事等、より効率的に
行えないか、検討するとともに、来
年度の精選につなげていく。

A

・教職員間のコミュニケーションは概ね取
れている。
　ＩＣＴを活用したペーパーレス化や「す
ぐーる」、「Google Ｆorms」等のツールの
活用も広げることができた。

・業務や学校行事等、より効
率的に行えないか、検討する
とともに、来年度の精選につ
なげていく。
・学校運営協議会から提案い
ただき活用していく。

ス
ク
ー
ル
・
ポ
リ
シ
ー

○少人数指導、個別指導を授業で行い、基礎的な知識・技能を習得させま
す。
○タブレット等ICT機器を用いた授業を行います。
○工業実習では、基礎的な知識・技能を習得させるとともに、最新の実習設備
や機器を活用してデジタル化に対応した実習を行います。
○高知北高校との併修及び高知高等技術学校技能訓練制度の活用によっ
て、３年間で卒業を目指すことができます。

重
点
項
目

学
力
の
向
上

★確かな学力
○基礎的・基本的・発展的な知識
及び技能
○思考力、判断力、表現力等
○学びに向かう力、人間性等
★将来を見通した学び
○将来にわたって学び続ける意
欲（学習習慣を含む）

○Ｃ層以上の生徒の増加
　・1年：（　20　）％増
　・2年：（　20　）％増
○授業外学習時間の増加
　　R5より1日14分増
○将来のための勉強をしている生徒の増加
　　R5より1.4％増　
〇「学校の授業はよく理解できている」
　　R5より11％増

・保護者・SC等の専門家との連携により
出席率の向上
・授業規律の確立（指導の統一を図る）
・個に応じた授業への改善
　　教材の工夫（ICT活用等）
・Google　Formsを活用した宿題や定期
考査時の学習時間設定により、自学習慣
の定着を図る取組

B

・基礎力診断テストは定時制での実施は９月に
１回であり、まだ結果が出ていない。入学段階
での基礎学力からすると多くはD層と考えられ、
C層以上は難易度が高い。ただし、ワンウィーク
トライアルにも時間いっぱい取り組む姿勢が見
られたため、学力向上にはつながっていると思
われる。
・将来のための勉強をしている生徒は、3.1％
増。　
・学校の授業はよく理解できている生徒は、
19.3％増。

・取り組みの良い生徒もおりC層以上
に到達できる生徒も見込まれるため、
継続して、学力向上に努めていく。ＩＣ
Ｔを活用した授業や探究型の授業も
模索中ではあるが、積極的に取り組
む体制をつくる。
・学校に来る意義を自ら感じられるよう
進路指導の取組を充実させる。

B

○Ｃ層以上の生徒の増加
　・1年：（　0　）％の増減
　・2年：（　0　）％の増減
○授業外学習時間の増加
　　R5より1日1.1分増であった。
○将来のための勉強をしている生徒の増
加
　　R5より2.5％減となった。
〇「学校の授業はよく理解できている」
　　R5より2.7％増となった。

　中間評価より下がっている項目は、
授業が進むごとにレベルが上がり難し
くなっていることも理由の一つと考えら
れる。授業改善、ICTの活用等で理解
度をあげていきたい。
　授業外学習は、数名の生徒が進路
に向け勉強を頑張り始めた結果である
が、他の生徒にも波及するように継続
して取り組んでいきたい。
　基礎学力や学習意欲は入学時より
向上している。取組を継続していく。

取
組
項
目

チ
ー
ム
学
校

☑４月４日提出　　 ☑１０月３日提出　　 　☑３月１４日提出


